
は じ め に

甲状腺髄様癌 (以下, 髄様癌) は甲状腺癌の中
でも, きわめてまれな癌であり�), 日常診療で経
験することは困難な場合が多い｡ 髄様癌では血中
のカルシトニンや !"などの腫瘍マーカーが上
昇することがよく知られている｡ また, 髄様癌の
症例では, 多発性内分泌腫瘍症#型の部分症状$)

である場合があり, 褐色細胞腫などの合併の有無
や, 家族歴を慎重に聴取する必要がある｡ 今回,
孤発例と推測された髄様癌の症例を経験した｡

症 例 提 示

症例は%&歳台女性｡ 当クリニック受診時の主訴
は, 髄様癌術後の経過観察である｡ 家族に甲状腺
疾患はなく, 頚部手術例はない｡ また副腎の疾患
を指摘されたこともない｡ 既往歴にも特記すべき
ものはない｡ 現病歴は, 当クリニックを受診する
'年前に, 髄様癌で甲状腺左葉片葉摘出術を受け
た｡ 病理所見は髄様癌に合致しており, カルシト
ニン染色や !"染色で陽性を認めた (図()｡
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キーワード：甲状腺髄様癌, カルシトニン, 髄様癌転移

要 旨
甲状腺髄様癌では, カルシトニンや !"などの腫瘍マーカーが上昇する｡ 甲状腺髄様

癌で左葉を切除し, -年後に右葉に腫瘍を発症した女性例を経験した｡ カルシトニンの上
昇, ./012!3での右葉への集積を認め, 右葉での髄様癌再発と診断し, 右葉切除術を実
施した｡ しかしながら右葉の病理組織所見では, 髄様癌の所見を認めなかった｡ その後も
カルシトニンは低下せず, 髄様癌の転移巣が存在することが推測された｡ 今後も慎重な経
過観察が必要な注意すべき症例であった｡
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医療法人大学前のつ内科クリニック


